指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・「革新者」の定義について理解させ，またそこにはどんな要素が必要なのかを考えさせる。
・スティーブ・ジョブズの成功と困難を紹介することで，「革新者」たるには「信念を持ち続けること」が必要であると理解させる。
・同様に坂本龍馬の考え方，生き方を紹介することで「信念」がやはりキーワードであることを理解させる。
・二人の「革新者」に共通であるのが「信念を持ち続けること」であり，このことを理解し，また学習者自身にも生きる上で「信念」が大切であることを考えさせる。
・according to ～「～によれば」as to ～「～に関して」keep 現在分詞　「　　し続ける」などを理解させる。
・while（であるが） やhowever（しかしながら）など譲歩を表す語を示したあとに，筆者が主張を展開する表現手法を理解させる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.28）

	指導のポイント
	・innovator，according to ～などの語彙をしっかり理解させる。
・「革新者」の定義について理解させ，「革新者」であるスティーブ・ジョブズの生き方と彼の信念について理解させる。
・while, howeverなどのディスコースマーカーを理解し，論理展開に注意して読解を進める。

	主な言語材料
	・according to ～
・take a look at ～
・as to
・even if ～
・keep doing

・live on ～

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.29）

	指導のポイント
	・１時間目の学習内容を実際の問題の形で定着を図る。
・音声教材を使用して「聞く力」と「聞いて理解する力」を確認する。
・対比のディスコースマーカーの指摘と機能の理解をさせる。

	3時間目
	パラグラフ ４～６ （p.30）

	指導のポイント
	・imperial，deal withなどの語彙をしっかり理解させる。
・もう一人の「革新者」である坂本龍馬の生き方や考え方を理解させる。
・however，even though，whateverなどのディスコースマーカーの抽出，重要な多義語の定着確認も行う。

	主な言語材料
	・at the end of ～
・as well
・deal with ～
・even though～
・give up

・come true
・be sure of
・believe in
・stop along the way

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.31）

	指導のポイント
	・３時間目の学習内容を問題の形で主題や文法，詳細などを理解できているか確認する。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認する。
・本文中にある数字を理解できているか，言い換えなどを指示語などから探し出せるかなどを確認する。

	主な言語材料
	・fight against ～
・whatever S V

	5時間目
	Review （p.32）

	指導のポイント
	・主題を選ぶ問題を通して本文の内容理解にとどまらず，主題を押さえて読む力をつけさせる。
・本文の内容を表形式で表し，また空欄を埋めることで本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
・指定された頭文字を手掛かりに，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.33）

	指導のポイント
	・according to ～，as to ～，keep ～現在分詞などの本文中の重要文法の定着度を空欄補充や並べ替えにより確認する。
・本文中の新出単語の意味を確認して定着へとつなげる。

	主な言語材料
	・there is a chance of ～
・most of ～

	7時間目
	Activity （p.118）

	指導のポイント
	・音声による本文内容の確認を行い，リスニング力の向上を図る。
・自身の尊敬する人物を，尊敬する理由やその人物の功績などを論理立てて説明できるようにする。これにより英作文の力も向上させていく。
・発表を行うことで自身の発表の評価を確認する。また他の発表者の内容も参考にして自身のスキルアップの手掛かりとする。


